
為替週間展望＝ドル円は上値の重い動きが継続か

　　　　　　　　　　［４月１０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    4 月 3 日～ 4 月 7 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  132.94   133.76( 3)    130.64( 5)    131.88   -0.98

ユーロ・ドル  1.0848   1.0973( 4)    1.0788( 3)    1.0916   +0.0077

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    27,518.31     -523.17     日本10年債利回り   0.461   +0.110

ダウ平均株価    33,485.29     +211.14     米10年債利回り     3.311   -0.238

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１０日　日本２月経常収支

　　　　世界銀行と国際通貨基金（ＩＭＦ）の春季会合（１６日まで）

１１日　中国３月消費者物価指数、中国３月生産者物価指数

　　　　ユーロ圏２月小売売上高指数

　　　　ＩＭＦが世界経済見通し（ＷＥＯ）を発表

１２日　日本２月機械受注高

　　　　米３月消費者物価指数

　　　　カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利

　　　　米３月財政収支

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨（３月２１～２２日分）

　　　　２０カ国・地域（Ｇ２０）財務相・中央銀行総裁会議（１３日まで）

１３日　豪３月雇用統計

　　　　中国３月貿易収支

　　　　英２月鉱工業生産指数、英２月製造業生産指数、英２月貿易収支

　　　　独３月消費者物価指数

　　　　ユーロ圏２月鉱工業生産指数

　　　　米３月生産者物価指数、米新規失業保険申請件数

　　　　独２月経常収支

１４日　スイス３月生産者・輸入価格

　　　　カナダ２月製造業出荷

　　　　米３月小売売上高、米３月物価価格指数

　　　　米３月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米４月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は３月２４日に１３０円を割り込み、一時１２９．６０台ま

で下落した。その後は１３０円を回復して、３１日には１３３円台まで上昇を見せた。

今後は米経済指標に左右される展開が見込まれるが、底堅い推移が続くとみられ、ドル

円はもみ合いながらも堅調な推移が見込まれるとした。

　　　　

【米国で景気悪化への警戒感広がる】

　欧米での金融システム不安が一服したことから、株式や為替市場は経済指標に反応し

やすい流れとなっている。３日発表の３月の米ＩＳＭ製造業景況指数は４６．３とな

り、市場予想の４７．６や前回の４７．７を下回った。内訳では新規受注が４４．３と

なり、前回の４７．０から低下した。雇用は４６．９となり、こちらも前回の４９．１

から低下した。米国での景気減速への警戒感から、米長期金利が低下するとともにドル

円は１３２円台前半まで下落する展開となった。
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　４日発表の２月の米雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）の求人件数は９９３．１万件とな

り、市場予想の１０５０万件を下回った。求人件数の１０００万件割れは２０２１年５

月以来となる。求人件数の減少を受けて、労働需給が緩和するとの観測が広がり、景気

減速への警戒感が高まった。

　　

　５日発表の３月の米ＡＤＰ雇用統計は前月比１４．５万人増となり、事前予想の２１

万人増を下回った。さらにこの日発表の３月の米ＩＳＭ非製造業景況指数は５１．２と

なり、事前予想の５４．５を下回り、前回の５５．１から大幅に低下した。内訳では新

規受注が５２．２と前回の６２．６から大幅に低下、雇用は５１．３と５０を上回った

ものの、前回の５４．０から低下している。これまで好調さを維持してきたサービス業

にも景気減速の動きが広がってきた可能性が出てきた。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチによると、５月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では政

策金利据え置きの確率が５１％前後、０．２５％の利上げ確率が４９％前後となってい

る。このところの米経済指標の悪化を背景に据え置き見通しが上昇していた。ただ、６

日のセントルイス連銀のブラード総裁が追加利上げを支持する姿勢を表明したことなど

から、ドル売りの動きが一服するとともに利上げ確率も上昇している。

　　

　今後も金融システム不安の後退を背景に米国を中心とする経済指標に左右されやすい

展開が続くとみられる。４月１０日の週で最も注目されるのは、１２日発表の米３月消

費者物価指数となる。事前予想では前年比は＋５．２％で前回の＋６．０％から伸びが

鈍化する見通し。コア前年比は＋５．６％と前回の＋５．５％から伸びが加速する見通

し。

　　

　事前予想を下回るようならドル売りに傾きやすい展開が見込まれる。一方で、予想を

上回るようなら、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利上げ継続姿勢が意識され

て、ドル買いになりやすい展開となろう。

　　

　　

　このところは米経済指標の悪化が続いていることもあり、米長期金利が低下して、ド

ルは売りに押されやすい展開となっている。米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による昨

年からの利上げ継続によって、今後はインフレ率の伸びが鈍化するとともに景気減速の

動きが広がるとみられる。こうした中、ドル円は上値の重い動きが続くこととなりそう

だ。ドル円の目先の予想レンジは、１２９．００～１３４．００円。

　　

　上記以外の今後の日米の経済指標やイベントとしては、１０日に日本２月経常収支、

１２日に日本２月機械受注高、米３月消費者物価指数、米３月財政収支、１３日に米３

月生産者物価指数、米新規失業保険申請件数、１４日に米３月小売売上高、米３月物価

価格指数、米３月鉱工業生産・設備稼働率、米４月ミシガン大学消費者信頼感指数速報

値などがある。

　　

【ユーロドルはもみ合いながらも堅調な推移か】

　低調な米国の経済指標の影響でドル売りの動きが広がったことで、ユーロドルは４日

に１．０９７０台まで上昇した。５日にはフランス、ドイツ、ユーロ圏の３月のサービ

ス業ＰＭＩがいずれも市場予想を下回り、ユーロドルの上値を抑えた。その後は１．０

９台での推移となっている。

　　

　ユーロ圏での高いインフレ率を抑えるための欧州中央銀行（ＥＣＢ）による利上げ姿

勢は継続される見通しながら、景気減速への警戒感も広がっている。こうした中、ドル

の弱さも加わり、ユーロドルはもみ合いながらも堅調な推移を見せることとなりそう

だ。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０８００～１．１１００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１１日に中国３月消費者物価指数、中国３

月生産者物価指数、ユーロ圏２月小売売上高指数、１２日にカナダ銀行（ＢＯＣ）政策

金利、１３日に豪３月雇用統計、中国３月貿易収支、英２月鉱工業生産指数、英２月製

造業生産指数、英２月貿易収支、独３月消費者物価指数、ユーロ圏２月鉱工業生産指

数、独２月経常収支、１４日にスイス３月生産者・輸入価格、カナダ２月製造業出荷な

どがある。
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